
ご⾃⾝の最近の活動として、最も関⼼のある/あるいは周囲でホットなテーマなど

「ゲノム合成」に関して、最も関⼼のある/重要と考えるテーマ・論点・事象など

⾒上 公⼀ 所属：慶應義塾⼤学 理⼯学部 役職：准教授
〈専⾨分野〉科学技術社会論（特に⽣命科学、バイオ医療、科学技術政策など）

ゲノム合成研究の世界的な動向と地域的な特性
⽣命をデザインする可能性が⾼まる中で「望ましい」デザインと「望ましくない」デザインが

どのように判断されるのか

微⽣物に対する期待の⾼まり
⼈⽂・社会科学の関与が及ぼす科学研究への影響（ELSIの議論・RRIの活動などを通じて）
〈活動紹介〉
• RISTEX RInCAプログラム「研究者の⾃治に基づく分⼦ロボット技術のRRI実践モデルの構築」（2021-）

https://www.jst.go.jp/ristex/rinca/projects/jpmjrx21j4.html
• ⾒上公⼀（2022）科学技術への⼈⽂・社会科学の関与の意味について：期待の社会学の視点から, 慶應義塾

⼤学⽇吉紀要 社会科学, 32, 51-65.
https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10425830-20220331-0051


